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■髙木晶市委員長  ■上野たかし県議 

■加増みつ子市議  ■遠山ちえ子市議 

■関戸  勇 市議  ■小池えつ子市議 

市予算重点配分の５分野 

・地域活性化 

・市民の健康増進 

・子育て支援の充実 

・中心市街地活性化 

・安心安全のまちづくり 

新
た
な
議
員
構
成
の
も
と
行
わ
れ
た
第
１
回
定
例
市
議
会

（
３
／
22
閉
会
）
で
、
Ｈ
28
年
度
市
予
算
３
６
５
億
５
千
万

円
（
一
般
会
計
）
が
、
日
本
共
産
党
以
外
の
賛
成
で
成
立
し
ま

し
た
。
本
年
度
予
算
は
市
の
「
ぬ
く
も
り
、
活
力
を
は
ぐ
く

む
・
・
・
重
点
５
事
業
」
の
な
か
み
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
市

民
の
求
め
る
、
暮
ら
し
・
福
祉
の
充
実
、
安
心
・
安
全
の
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
と
は
程
遠
い
も
の
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
大
型
開
発
よ
り
も
「
市
民
の
暮
ら
し
、
子
育

て
支
援
、
地
元
経
済
の
活
性
化
策
を
」
と
求
め
、
市
予
算
に
反

対
し
ま
し
た
。 

〇地域活性化の目玉は 

新規事業の住宅補助金３種類（５,０３５万円）

対象はお金に余裕のある人・世帯！？ 

・敷地面積５０坪以上の庭付き住宅を購入者に

住宅取得補助金（最大５０万円） 

・シニア層の広い住宅を子育て世代などに貸し

出す場合、市が橋渡し、各種補助金を支給。 

一方、商工予算は市予算の１・１％（５億円）、

農業予算は、０・６％（２億円）。ちなみに、取

手駅西口開発による一棟の民間ビル移転・営業

補償だけで、すでに７億円支出、さらに今後も

整地し返還まで補償費の支出は続きます。 

日本共産党は 

・商工・農業予算を大幅に増

やし、具体的支援策を 

・住宅・店舗リフォーム助成

（地元業者に発注）制度の

創設 

・地元中小企業への発注拡大 

・農業後継者支援策・生産物

の価格保証の創設 

・コミュニティバスの増便 

〇市民の健康増進というが・・・ 

健康関連での予算規模のもっとも大きな事業

はウェルネスプラザの管理運営費（１億３,５０

０万）管理者は民間業者です。 

日本共産党は 

・国保税を一世帯当たり１万円

引き下げ 

・介護保険の充実 

・子どもの甲状腺検査の実施 

〇安全安心のまちづくり 

大雨のたび、浸水被害が続く取

手市内の本格的な雨水対策は急

務です。しかし、排水対策課はわ

ずか正規職員５人。本年度の雨水

排水整備は６カ所です。 

国も市も安全・整備は最優先と

約束した通学路の整備は遅れ、小

中学生は統廃合で、遠距離の危険

日本共産党は 

大型開発を止め、通学路・

歩道整備、下排水対策、公園

の増設など生活環境整備優

先へ転換を求めています。 

な通学を余儀なくされてい

ます。市内の整備必要箇所は

１００か所余。本年度分の通

学路整備は７か所です。 

〇子育て支援 

保育所の増設が求められているというのに・・・ 

吉田・舟山保育所の統廃合計画(定員22０人)を進

め、第3次保育所整備計画で公立削減・民営化を

進める計画です。 

取手市の保育士（Ｈ２７年度） 

正規職員 非正規職員 

８２人 ６３人 

○職員の４３・４％は非正規です 

○他に短時間パート職員は１１２名です 

 

市の保育士。（Ｈ２７年度）は 

正規職員 ８２人 非正規職員 ６３人   

職員の４３・４％は非正規です 

他に短時間パート職員は１１２名です 

日本共産党は 

・公立保育所増設・保育士増員

で待機児童をなくす。・保育料

の引き下げ 

・子どもの医療費は窓口負担を

なくし、高校まで無料拡大 

・就学援助の適用範囲の拡大 
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取手駅西口開発
（北土地区画整
理事業） 

予算審査特別委員

会は議会運営委員会

でこれまで通り12名

で審査すると決定し

ていました。 

ところが議会初日に「８名」とする

動議が出され可決。議員定数が減った

・
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政
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公
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業
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フ
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・
公
立
保
育
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正
規
職
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増
員
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待
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児
ゼ
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・
介
護
保
険
事
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は
利
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の
立
場
に
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め
る
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・
戸
田
井
排
水
機
場
の
さ
ら
な
る
排
水
能
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ア
ッ
プ
を
国
に
求
め
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・
放
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下
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・
防
災
行
政
無
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を
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め
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・
ダ
ム
建
設
か
ら
堤
防
強
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に
よ
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洪
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対
策
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国
に
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針
転
換
を
求
め
よ 

・
原
発
事
故
に
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放
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染
対
策
を
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・
子
ど
も
の
健
康
調
査
実
施
を
強
く
求
め
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・
バ
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増
便
・
路
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の
拡
充
で
利
用
し
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い
こ
と
バ
ス
へ
改
善
求
め
る 

桑原周辺６８ｈａ（１７０地権者）の新開発 

計画策定へ委託料２,４７０万円 

 市は、桑原地域に大型店誘致等の郊外型開発で新たな起爆剤を

求めるとしています。 

新年度予算に含まれた桑原周辺開発の「事業計画」策定委託料

２,４７０万円について、市は「単に買い物をするだけの、近隣市

町村と同じ発想ではなく、地域の祭り、キャンプ、バーベキュー

なども楽しめるところに」などと答弁しました。中心市街地であ

れ郊外型であれ、低迷する経済下、「新たな税金の無駄遣い」「失

敗すれば地権者の被害は大きい」等疑問の声が寄せられています。 

基盤整備だけで 

１７６億円～２００億円超 

さらに上物に、底なしの税金投入 

平成５年に始まった取手駅西口第

２次開発（北土地区画整理事業）は、

これまで５回の計画変更で、平成２７

年迄にかけた事業費はすでに１２０

億円です。平成３５年３月３１日終了

（？）予定で総事業費は、基盤整備だ

けで１７６億円としています。 

西口開発の中心Ａ街区は、旧山一ビ

ル一棟だけの解体移転ですでに７億

円の補償費を支出しています。中高層

建築物が何棟も立ち並ぶＡ街区の整

茨城で戦争法廃止へ市民連合立ち上げ 

4月13日、参院選に向け戦争法廃止を訴

える野党声明を支援する「茨城県市民連

合」結成のつどいが水戸市内でおこなわれ

ました。同会の呼びかけは、村上達也前東

海村長など県内7人の元首長ほか、二見伸

明元運輸相、原中勝征元日本医師会長、矢

萩陽一前日弁連副会長ら計13人。「同市民

連合」の活動方針に合致する候補者推薦や

衆院選で野党統一候補擁立を働きかける

としています。中野晃一上智大教授が記念

講演。県内各地から会場溢れる400人が参

加し、市民連合は、呼かけ人13人を共同

代表に、事務局長に田村武夫元茨大副学長

を選び発足しました。 

 

今夏、歴史的参院選へ 

「野党共闘で安倍政権退陣」を求める市

民の運動に押され、日本共産党など５野党

（現４野党）は「戦争法廃止と集団的自衛

権行使容認の閣議決定撤回」を基本に選挙

協力を含む４項目で合意しました。 

定数１の参院32選挙区中14選挙区（４

月12日現在）で市民と野党の統一候補が

決まり、残る選挙区での統一候補擁立への

動きが活発化しています。戦争法廃止の２

０００万人署名の取り組みをはじめ、憲法

破壊の安倍政権を倒す市民と４野党の共

闘が進んでいます。 

備に必要な事業費は予測もつかない

ほどのものです。 

平成28年度の同関係予算は約１１

億円です。仮に事業が順調に進んでも

毎年１０億円以上、７年間でさらに７

０～８０億円の税金投入が見込まれ

ます。 

ウェルネスプラザ、駐輪場ビル、新

歩行者デッキなど上物建設は別予算

で、すでに３０億円超、を使いました。   

さらに事業費１３５億円を要する再

開発ビル建設も計画しています。 

加増みつ子 遠山ちえ子 関戸 勇 小池えつ子 

からというのがその理由です。３６５

億５千万円もの一般会計予算につい

て本来は24名の全議員で論議してし

かるべきものです。日本共産党は当初

2名としていた予算委員は1名へと減

らされました。議会の在り方が問われ

るスタートとなりました。 

桑原開発

予定地 

 


